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71億7529万円
(前年度と比較して13.1％減）

一般会計・歳入 　

平
成
24
年
度
の
決
算
が
町
議
会
９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
歳
入
決
算
額
７
１
億
７
５
２
９
万
円
、
歳
出
決
算
額
６
８
億
５
５
８
８
万

円
と
な
り
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
３
億
１
９
４
１
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

※

グ
ラ
フ
や
表
の
数
字
は
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
決
算

自主財源（16.1％）

依存財源（83.9％）

町税
５億3640万円（7.5％）

そのほか
6億2261万円
（8.6％）

地方交付税
44億3952万円（61.9％）

町債
5億5660万円
（7.8％）

国庫支出金
5億632万円（7.1％）

県支出金
3億4045万円（4.7％）

そのほか
1億7339万円（2.4％）

地方譲与税 　8714万円
利子割交付金　92万円
配当割交付金　40万円
株式等譲渡所得割交付金　12万円
地方消費税交付金　5976万円
ゴルフ場利用税交付金　483万円
自動車取得税交付金　1839万円
地方特例交付金　83万円
交通安全対策特別交付金　100万円

繰入金　2億5648万円
繰越金　1億4995万円
諸収入　9238万円
使用料・手数料　7735万円
分担金及び負担金　3860万円
財産収入　770万円
寄附金　15万円

自主財源そのほかの内訳

依存財源そのほかの内訳

町税一人当たりにすると8万2232円に

●
特
別
会
計
と
沢
内
病
院
事
業
会
計
の
状
況

　

病
院
事
業
会
計
を
除
く
特
別
会
計
の
合
計
は
歳
入
決
算
額
が
３
３
億
４
０
１
５
万
円
、

歳
出
決
算
額
が
３
０
億
７
６
０
５
万
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支

は
２
億
６
４
１
０
万
円
で
、
い
ず
れ
の
特
別
会
計
も
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
会
計
は
、
病
院
事
業
を
行
う
収
益
収
支
の
収
入
決
算
額
は
６
億
１
４
２
２
万
円
、

支
出
決
算
額
は
６
億
３
１
４
１
万
円
と
な
り
、
収
入
決
算
額
か
ら
支
出
決
算
額
を
差
し

引
い
た
収
入
収
支
差
引
額
は
１
７
１
９
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
の

設
備
改
修
な
ど
を
行
う
資
本
収
支
に
お
け
る
収
入
決
算
額
と
支
出
決
算
額
は
い
ず
れ
も

１
億
５
９
９
６
万
円
で
、
収
入
収
支
差
引
額
は
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

入湯税　1848円

町民税
2万9313円

固定資産税
4万3662円

軽自動車税
2573円

たばこ税　4836円

一人当たりの金額は
3月末の人口（6523
人）で計算しています。

■特別会計の状況
歳入決算額特　別　会　計

合　　　　　計

10億3658万円
7649万円

10億5784万円
1237万円

5億1360万円
3億9696万円
5629万円

1億9002万円
33億4015万円

歳出決算額
8億652万円
7552万円

10億4965万円
1202万円

5億641万円
3億8781万円
5196万円

1億8616万円
30億7605万円

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（保険サービス勘定）
簡易水道事業
下水道事業
農業集落排水事業
温泉事業

■沢内病院事業会計の状況
収入決定額
6億1422万円
1億5996万円

支出決定額
6億3141万円
1億5996万円

収益収支
資本収支
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68億5588万円
（前年度と比較して15.4％減）

一般会計・歳出

「民生費」　　　　　　　　　　　　
　老人医療費給付事業 4581万円
　安心生活創造事業 1004万円
　病児保育委託事業 649万円

「土木費」　　　　　　　　　　　　
　町道舗装補修 661万円
　町道東側幹線道路改良 6835万円
　除雪機械整備事業 4382万円

「農林水産業費」　　　　　　　　　
　水田農業活性化対策推進事業 1229万円
　農地・水保全管理支払交付金事業 1392万円
　堆肥センター管理運営費 1142万円

「衛生費」　　　　　　　　　　　　
　ごみ収集運搬車購入事業 1216万円
　総合成人病健診 1337万円
　各種健診事業 940万円

「教育費」　　　　　　　　　　　　
　学校施設耐震補強事業 1億993万円
　スクールバス購入事業 2226万円
　錦秋湖ボートコース整備事業 1997万円
　町民劇場開催事業 358万円

「商工費」　　　　　　　　　　　　
　商工会運営補助 720万円
　若年者ふるさと就職支援 356万円
　錦秋湖マラソン等イベント開催 944万円

「総務費」　　　　　　　　　　　　
　６次産業化推進事業 2325万円
　地域おこし協力隊招聘事業 633万円
　地方交通路線対策事業 1329万円

主な事業

消防費　2億1548万円
議会費　7771万円
労働費　919万円

そのほかの内訳

町民一人当たりの歳出にすると105万1032円に

そのほか
3億238万円（4.4％）

公債費
9億9233万円
（14.5％）

民生費
11億8067万円
（17.2％）

総務費
12億1051万円
（17.7％）土木費

8億7282万円
（12.7％）

衛生費
7億7704万円
（11.3％）

農林水産業費
4億2944万円（6.3％）

教育費
6億4652万円
（9.4％）

災害復旧費
1億1485万円
（1.7％）

商工費
3億2932万円（4.8％）

民生費
18万1000円

土木費
13万3807円

農林水産費
6万5836円

衛生費
11万9124円教育費

9万9114円商工費
5万486円

総務費
18万5575円

災害復旧費・そのほか　6万3962円

公債費
15万2128円

●
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び

　
　
　

資
金
不
足
比
率
の
公
表

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
決
算
を
も

と
に
算
定
し
た
財
政
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び

資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

　

町
の
平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
指
標
は
、

い
ず
れ
の
指
標
も
「
早
期
健
全
化
基
準
」
を
下

回
り
、
健
全
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

・実質赤字比率
　一般会計の赤字の程度を
　指標化したもの

・連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字の程
　度を指標化したもの

・実質公債費比率
　借入金の返済額およびこ
　れに準じる額の大きさを
　指標化し、資金繰りの程
　度を示したもの

・将来負担比率
　一般会計の借入金や将来
　支払っていく可能性のあ
　る負担などの、現時点で
　の残高を指標化し、将来
　財政を圧迫する可能性の
　度合いを示したもの

◎用語説明
◆
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課　
☎
８
２
ー
３
２
８
１

経営健全化基準
20.0
20.0
20.0
20.0
20.0

（単位：％）

※黒字のため「－」と表記

■資金不足比率

簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
温 泉 事 業 特 別 会 計
沢 内 病 院 事 業 会 計

会計の名称 西和賀町
－
－
－
－
－

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

（単位：％）

※実質赤字比率、連結赤字比率は黒字のため「－」と表記

■財政健全化判断比率
西和賀町
－
－
12.1
66.9

財政再生基準
20.0
30.0
35.0

早期健全化基準
15.0
20.0
25.0
350
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9
月
23
日
秋
分
の
日
、
大
野
の
沢
内
バ
ー

デ
ン
を
会
場
に
第
31
回
沢
内
甚
句
全
国
大
会

が
、
最
年
少
は
7
歳
か
ら
最
高
齢
87
歳
ま
で
、

県
内
外
か
ら
96
人
が
出
場
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
大
会
会
長
を
務
め
る
細
井
町

長
が
「
民
謡
は
生
ま
れ
た
地
方
の
自
然
や
歴

史
、
文
化
、
そ
し
て
、
そ
の
恵
み
を
い
た
だ

き
生
き
て
き
た
人
た
ち
の
心
の
情
景
を
映
し

出
し
た
も
の
だ
と
思
う
。
今
日
は
、
沢
内
甚

句
を
生
み
出
し
た
こ
の
地
の
人
た
ち
に
思
い

を
は
せ
、
ヒ
ロ
イ
ン
お
よ
ね
に
な
り
き
っ
て

歌
っ
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
出
場
者

を
激
励
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
少
年
少
女
の
部
（
5
歳
か
ら
中
学

3
年
生
）、
お
よ
ね
杯
の
部
（
高
校
生
か
ら
69

歳
）、
寿
年
の
部
（
70
歳
以
上
）
の
3
部
門
で

行
わ
れ
、
出
場
者
は
練
習
を
重
ね
た
自
慢
の

　

10
月
6
日
、
い
わ
て
・
あ
き
た
県
境
国
取

り
合
戦
が
巣
郷
温
泉
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
や
北
上
市
、
横
手
市
を
は
じ
め

各
種
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
の
主
催
で

行
わ
れ
た
国
取
り
合
戦
は
今
年
で
5
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

巣
郷
温
泉
観
光
協
会
の
早
川
久
衞
会
長
と

山
内
観
光
協
会
の
島
田
實
会
長
が
お
互
い
に

「
果
た
し
状
」
を
手
に
、
威
勢
の
よ
い
口
上
を

述
べ
て
合
戦
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

岩
手
、
秋
田
の
両
県
か
ら
太
鼓
、
歌
な
ど

が
ス
テ
ー
ジ
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
い
も
の
こ

汁
の
食
べ
比
べ
や
横
手
や
き
そ
ば
、
北
上
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
話
題
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
出
店
も
あ

り
こ
ち
ら
も
大
人
気
。

　

合
戦
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
県
境
を
賭
け

た
綱
引
き
対
決
。
男
性
の
部
、
女
性
・
子
ど

ん
だ
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
来
場
者
数
は
約
2
2
0
0
人
で
、

昨
年
よ
り
2
0
0
人
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

も
の
部
、
男
女
混
合
の
部
の
3
本

勝
負
で
争
う
綱
引
き
対
決
は
、
過

去
4
年
で
の
成
績
は
2
勝
2
敗
の

五
分
。
昨
年
敗
北
し
た
秋
田
県
の

巻
き
返
し
な
る
か
、
岩
手
県
の
連

覇
か
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

1
本
目
の
男
性
の
部
で
は
秋
田
県

チ
ー
ム
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ

勝
利
。
続
く
2
本
目
の
女
性
・
子

ど
も
の
部
は
岩
手
が
勝
利
し
1
勝

1
敗
。
勝
負
を
決
め
る
3
本
目
の

男
女
混
合
の
部
で
は
、
岩
手
、
秋

田
県
チ
ー
ム
と
も
譲
ら
ず
最
後
は

1
㎝
の
僅
差
で
岩
手
県
が
勝
利
。

2
勝
1
敗
で
今
年
の
勝
利
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。「
県
境
」
の
標
柱

を
50
セ
ン
チ
秋
田
県
側
に
移
動
し

た
早
川
会
長
は
「
1
本
目
の
圧
倒

的
な
敗
北
で
負
け
も
覚
悟
し
た
が
、

チ
ー
ム
の
団
結
が
勝
利
を
呼
び
込

の
ど
を
披
露
し
ま
し
た

　

大
会
の
結
果
、
お
よ
ね
杯
の
部
に
出
場
し

た
藤
岡
祐
衣
さ
ん（
滝
沢
村
）が
、
最
高
賞
と

な
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、
同

時
に
「
沢
内
甚
句
唄
の
名
人
位
」
の
称
号
も

受
け
ま
し
た
。
藤
岡
さ
ん
は
「
岩
手
に
は
た

く
さ
ん
の
大
会
が
あ
る
が
、
少
年
少
女
の
部

で
優
勝
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
沢
内
甚
句
大

会
だ
け
だ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
お

よ
ね
の
部
に
出
場
し
て
か
ら
6
回
目
で
の
優

勝
は
大
変
う
れ
し
い
」
と
受
賞
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
年
少
女
の
部
で
は
、
沢
内
小
学

校
5
年
生
の
萩
野
麟
さ
ん（
貝
沢
）が
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
萩
野
さ
ん

の
ほ
か
、
沢
内
小
学
校
、
沢
内
中
学
校
か
ら

5
人
が
大
会
に
出
場
し
、
上
位
に
入
賞
す
る

な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。

第
31
回
沢
内
甚
句
全
国
大
会

　

お
よ
ね
杯
の
部
優
勝
は
藤
岡
祐
衣
さ
ん（
滝
沢
村
）

　

少
年
少
女
の
部
で
萩
野
さ
ん（
沢
内
小
5
年
）が
優
秀
賞

グランドチャンピオンの藤岡さん

少年少女の部で優秀賞表彰を受ける萩野さん（右）

【各部の優勝者】（敬称略）

▼およね杯の部　藤岡　祐衣

▼寿 年 の 部　佐藤　三郎（秋田県湯沢市）

▼少年少女の部　佐々木深里（紫波町）

両県のいものこ汁の食べくらべ。どちらに軍配が！

県境標柱を移動させ喜ぶ早川協会長（右）と残念がる島田協会長

県境を賭けた“戦”のゆくえはいかに！？

今年も燃えた国取り合戦

は
ぎ
の
り
ん
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1日駅長の山本将太君（湯田小3年・右）の合図で出発（21日）

　9月21、22日の両日、北上線北上駅－ほっとゆだ駅
間で 「風っこ錦秋湖号」 が運行されました。
　この列車は、車両側面が大きく開放されたトロッコ
風の列車になっていて、北上線の爽やかな風と錦秋湖
周辺の風景を直接感じ取ることができます。
　両日とも好天に恵まれ、北上駅から乗車した多くの
観光客が西和賀の地を訪れました。21日には、ほっと
ゆだ駅到着時に湯田太鼓が歓迎の演奏で出迎え、セレ
モニーが行なわれました。多くの品を揃えた出店コー
ナーもたくさんの人でにぎわいました。また、カタク
リンコちゃんや新幹線ヒーローのトレインジャーとの
写真撮影会や餅まきのほか、湯田牛乳公社の見学やバ
ター作り体験、こけしの絵付け体験コースなども設け
られ、参加者は多彩なイベントを楽しんでいました。

開放感たっぷり列車 「風っこ錦秋湖号」運行

採れたてのきのこは大人気
　10月12と13日の2日間、湯川体育館を会場に恒例の
きのこまつりが行われました。
　初日の12日はあいにくの雨ではありましたが、きの
こ即売所には時間前からたくさんの人が詰めかけ、に
ぎわいを見せていました。
　また、体育館内ではおなじみのきのこレストランも
開店。ナメコ汁やマイタケご飯、きのこカレーなどき
のこを使った料理のほか、熊汁も提供されました。
　また、ナメコすくいやきのこ輪投げなどおなじみの
ゲームのほか、超難問の毒きのこ当てクイズも好評で、
来場者は頭をひねりながら回答していました。
  13日に行われた 「ミスターきのこコンテスト」 には
26人がエントリーし、心技体において 「きのこらしい」
男性No1を競いました。その結果、江刺市の及川史之
さんが栄えある 「ミスターきのこ」 に輝きました。ま
つりには2日間で5020人の来場がありました。

実りの秋、山の恵みに感謝 湯川温泉きのこまつり

観
光
資
源
の
有
効
活
用
に

「
西
和
賀
7
7
7（
ス
リ
ー
セ
ブ
ン
）会
議
」が
本
格
始
動

を
立
ち
上
げ
、
雪
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※

町
観
光
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
検
討
委
員
会

の
最
終
報
告
の
中
で
、
多
く
の
課
題
を
解
決

し
た
後
の
目
標
と
し
て
、
西
和
賀
町
観
光
の

目
標
と
実
現
に
向
け
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標
に
合
わ

せ
た
グ
ル
ー
プ
名
の
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

湯川沼周辺の草刈り作業の様子

　

10
月
10
日
、
観
光
振
興
を
目
的
に
活
動
を

行
な
う
グ
ル
ー
プ「
西
和
賀
7
7
7
会
議
」が
、

結
成
後
始
め
て
の
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

西
和
賀
7
7
7
会
議（※

）は
、
9
月
26
日

に
結
成
し
、
町
観
光
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
検

討
委
員
会
か
ら
受
け
た
観
光
施
策
提
言
を
具

体
化
し
て
い
く
た
め
の
活
動
グ
ル
ー
プ
で
、

メ
ン
バ
ー
は
観
光
や
建
設
、
福
祉
、
行
政
関

係
者
の
ほ
か
、
北
上
信
用
金
庫
や
信
金
中
央

金
庫
の
関
係
者
な
ど
約
30
人
。
今
年
度
は
、

紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
整
備
や
雪
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
企
画
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

　

当
日
は
、メ
ン
バ
ー
約
20
人
が
参
加
。湯
川

沼
の
沢
、
尾
根
両
コ
ー
ス
入
口
の
標
柱
を
立

て
替
え
た
ほ
か
、
沼
周
辺
の
草
刈
り
や
登
山

道
の
整
備
な
ど
を
行
な
い
、
本
格
的
な
紅
葉

前
に
観
光
客
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
会
議
の
中
で
「
雪
活
用
部
会
」

沢
コ
ー
ス
入
口
に
立
て
ら
れ
た
標
柱

町観光コンサルティング検討委員会が
　　　　　　提案した西和賀町観光の目標
①宿泊客数の増加
　（現在の宿泊数年間5万5300人を
　　　5年後に1.4倍増の7万7700人にする）
②東北圏域内での地名度向上
　（現在の認知度 54.1％を
　　　　　　5年後に1.4倍の77.7％にする）
③20歳代・30歳代の人口増加
　（現在の人口750人を
　 　　5年後に3％増加の777人にする）
キャッチフレーズ：目指せ７７７大作戦
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今年も賑わいを見せたコンクール試食開場

　10月6日、県立西和賀高等学校の文化祭『西高祭』が行
われ、各クラスが趣向を凝らした演出や出店で来場者を
楽しませたほか、文化クラブや委員会の展示や、理科展で
の実験なども好評で多くの来場者が立ち寄っていました。
　恒例となった西和賀商工会との共催イベント 「西高生
地産地消チャレンジグランプリ」。今年のテーマは町内
産ソバ粉を使ってのお菓子。西高生が考案した5種類の
メニューが各100食ほど準備され、来場者が実際に試食し
投票しました。投票の結果、今年のグランプリには野崎
涼さん（３年・耳取）が考案した 「ワラビinたこ焼きfrom
西和賀」、準グランプリには、桑島花歩さん（3年・上
野々）の 「シフォンケーキそば＆小豆」 が選ばれました。

食育標語・地産地消レシピコンクール受賞者決定
　西和賀町学校食育連携推進協議会（会長・盛島寛沢内
小学校長）が行なっている、西和賀町食育標語・地産地
消レシピコンクールの入選作品が決定し、10月19日の農
業まつり会場で表彰式が行なわれました。
　町内小中高校の児童生徒から、食育標語コンクールに
は463点、地産地消レシピコンクールには187点の応募が
ありました。食育標語コンクール同協議会長賞には沢内
小学校3年廣田諒子さんの作品が、また、レシピコンク
ール同協議会長賞には、湯田中学校1年佐藤蓮さんのレ
シピが選ばれました。
　協議会長賞、教育長賞に選ばれた作品は次のとおりです。

＜食育標語の部＞　（敬称略）
　【西和賀町学校食育連携推進協議会長賞】
　　「西和賀の　取れたて野菜は　五つ星」
　　　　　　　　　　　　沢内小学校3年　廣　田　諒　子
　【西和賀町教育委員会教育長賞】
　　「ごはんをたべるこいいこ・つよいこ・にっこにこ」
　　　　　　　　せんだん保育所　ゆり組　髙　橋　奈　央
　　「郷土料理　味を受け継ぎ　次世代へ」
　　　　　　　　　　　　西和賀高校1年　佐々木　和　泉
＜レシピの部＞
　【西和賀町学校食育連携推進協議会長賞】　
　　「みずとじゃがいものミックスあげ餃子」
　　　　　　　　　　　　湯田中学校1年　佐　藤　　　蓮
　【西和賀町教育委員会教育長賞】
　　「ばあちゃんの自家生野菜で鉄分たっぷりサラダ」
　　　　　　　　　　　　湯田小学校5年　髙　橋　心　愛
　　「だいこんもち」　　　沢内中学校３年　髙　橋　優　明

第
31
回
西
和
賀
農
業
ま
つ
り
・

　
　
　
　
　
　

第
8
回
西
和
賀
町
福
祉
ま
つ
り

大もちまき大会。今年も盛大に

国内外から最新型が展示されました

　

第
31
回
目
と
な
る
西
和
賀
農
業

ま
つ
り
は
、
西
和
賀
農
業
ま
つ
り

実
行
委
員
会
の
主
催
で
10
月
19
日

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
第

8
回
西
和
賀
町
福
祉
ま
つ
り
と
共

催
で
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
花

巻
農
業
協
同
組
合
西
和
賀
団
地
セ

ン
タ
ー
は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
農
業
経
営
、
農

業
生
産
、
農
家
生
活
お
よ
び
組
織

活
動
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
1
団
体
3
個
人
へ
「
西
和
賀

農
業
賞
」
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
も
併

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

湯
田
子
ど
も
太
鼓
、
湯
田
み
か

ぐ
ら
で
幕
を
開
け
た
今
年
の
農
業

ま
つ
り
。会
場
内
で
は
大
釜
に
よ
る

「智恵を出し合うよき仲間　生きる源　西和賀にあり」
こ　　こ

スローガンコンクール入選

い
も
の
こ
汁
の
販
売
や
餅
つ
き
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
母
ち
ゃ
ん
市
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
出

店
が
開
か
れ
ま
し
た
。ま
た
、福
祉
ま
つ
り
で

は
刃
物
研
ぎ
や
介
護
用
品
展
示
、
保
育
園
児

た
ち
の
作
品
展
示
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
大
も
ち
ま
き
で
は
、
組
合
員
か
ら

の
１
５
３
キ
ロ
の
寄
贈
の
ほ
か
、
カ
ン
パ
を

受
け
７
０
０
キ
ロ
分
の
も
ち
が
秋
晴
れ
の
空

を
舞
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
薪
ス
ト

ー
ブ
の
展
示
会
も

行
わ
れ
、
国
内
外

の
最
新
式
ス
ト
ー

ブ
が
展
示
。
多
く

の
人
が
展
示
場
に

訪
れ
、
製
品
に
つ

い
て
質
問
し
た
り
、

実
際
に
触
れ
て
み

た
り
と
関
心
を
寄

せ
て
い
ま
し
た
。

●
農
業
経
営
の
部

　
　
　

佐
々
木
一
身
・
邦
子
（
前
郷
）

●
地
域
振
興
の
部

　

西
和
賀
農
機
銀
行
受
託
部
会

　

西
和
賀
エ
ア
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

代
表　

照　

井　
　
　

亨

●
青
年
農
業
賞

　
　
　
　

内　

記　
　
　

哲 （
前
郷
）

●
女
性
農
業
賞

　
　
　
　

加　

藤　

恵　

子
（
新
町
）

●
ス
ロ
ー
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

　
　
　
　

佐
々
木　

繁　

子
（
前
郷
）

「
西
和
賀
農
業
賞
」
受
賞
者

（
敬
称
略
）

～咲き誇れ～咲き誇れ !!!! 西高魂～西高祭西高魂～西高祭
   地産地消レシピコンクール優勝は   地産地消レシピコンクール優勝は
　　　　　　　　　　　  野崎涼さん（耳取）　　　　　　　　　　　  野崎涼さん（耳取）

～咲き誇れ !! 西高魂～西高祭
   地産地消レシピコンクール優勝は
　　　　　　　　　　　  野崎涼さん（耳取）
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高齢者インフルエンザ予防接種の
　　　　　　　　　　実施について

●
児
童
虐
待
の
定
義
は…

　

大
人
が
「
し
つ
け
」
と
い
う
理
由
で
行
う

こ
と
も
、
子
ど
も
に
著
し
い
苦
痛
を
与
え
た

り
、
子
ど
も
の
成
長
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場

合
に
は
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。
子
ど
も
虐
待

に
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
4
つ
の
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。

　
①
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺

さ
ぶ
る
な
ど
、
身
体
に
傷
を
負
わ
せ
る
こ
と

や
生
命
に
危
険
の
あ
る
よ
う
な
行
為
を
す
る

な
ど
で
す
。

　
②
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間
で
の

差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に

対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
（
ド
メ
ス
テ
イ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど
で
す
。

　
③
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
の
怠
慢
、
拒
否
）

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
発
育
、

健
康
に
必
要
な
衣
食
住
の
世
話
を
せ
ず
に
放

置
し
た
り
、
病
気
や
け
が
を
し
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い
。
極
端
に
不
潔
な
環
境
で

生
活
さ
せ
る
な
ど
、
健
康
状
態
や
安
全
を
そ

こ
な
う
行
為
で
す
。

　
④
性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
、
ま

た
は
さ
せ
る
な
ど
で
す
。

　

今
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

す
る
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
予
防
接
種

対
象
者
は
、
①
65
歳
以
上
の
人
②
60
〜

65
歳
未
満
で
あ
っ
て
心
臓
、
腎
臓
、
呼

吸
器
の
機
能
等
の
障
害
に
よ
り
日
常
生

活
が
極
端
に
制
限
さ
れ
る
人
お
よ
び
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の

機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
程
度
の
障
害
を
も
っ
て
い
る
人
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

個
人
の
予
防
を
目
的
と
す
る
た
め
、
接

種
は
対
象
者
本
人
が
希
望
す
る
場
合
に

行
い
ま
す
。

　

接
種
回
数
は
1
回
で
す
。
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
は
5
ヶ
月
程
度
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
年
内
に
接
種
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

前
述
の
①
、
②
に
該
当
し
、
接
種
を

希
望
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
申
し
出
て
予
防
接
種
を
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
は

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機

関
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
内
や
北
上
市
内
、
横
手
市
内
の
医

療
機
関
と
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康

被
害
が
生
じ
た
場
合
の
補
償
契
約
を
結

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
医
療
機

関
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
医
療
機

関
と
の
協
議
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、

接
種
を
す
る
前
に
保
健
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
65
歳
未
満
の
人
も
任
意
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
乳
幼
児
や
受

験
を
控
え
て
い
る
人
は
接
種
さ
れ
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

保
健
福
祉
課　

☎
85
3
4
1
1

●
も
し
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
ら…

　

虐
待
は
誰
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と

で
あ
り
、
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
虐
待
を
発
見（
疑
わ
れ
る
場
合
も
）し
た

場
合
、
す
み
や
か
に
通
告
す
る
こ
と
は
国
民

の
全
て
の
義
務
で
す
。（
児
童
虐
待
防
止
法

第
6
条
に
よ
る
。）

●
児
童
虐
待
を
通
告（
相
談
）し
た
こ
と
で
、

　
　

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う…

　

通
告（
相
談
）を
た
め
ら
う
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
児
童
の
命
が
か
か
っ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
通
告

（
相
談
）し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
電
話
を

　

何
か
お
か
し
い
と
気
が
つ
い
た
ら
、
児
童

相
談
所
や
保
健
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

虐
待
の
疑
い
を
ひ
と
り
で
抱
え
な
い
で
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
児
童
虐
待
の
通
告（
相
談
）は

　

◆
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0-

0
6
4-

0
0
0
（
24
時
間

対
応
で
、
最
寄
り
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が

り
ま
す
）

　

◆
保
健
福
祉
課　

☎
85
２
１
１
１（
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85
3
4
1
2（
直
通
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

保
健
福
祉
課　

☎
85
3
4
1
2

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
る
べ
き
問
題
で
す

れ
た
場
合
は
そ
の
救
済
の
た
め
に
適
切

な
処
理
を
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

任
期
は
10
月
1
日
か
ら
3
年
間
で
、
自

宅
や
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

　

町
内
で
は
藤
原
さ
ん
の
ほ
か
に
も
髙

橋
信
男
さ
ん（
湯
之
沢
）、
髙
橋
千
賀
子

さ
ん（
川
舟
）、
和
泉
昭
さ
ん（
鍵
飯
）も

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

　

ま
た
は
町
民
課　

☎
85
2
1
1
1

　

藤
原
忠
正
さ
ん
は
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
国
か
ら
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的
人
権
が

侵
犯
さ
れ
る
こ
と
を
監
視
し
、
侵
犯
さ

人
権
擁
護
委
員
に
藤
原
忠
正
さ
ん
再
任

人
権
擁
護
委
員
に
藤
原
忠
正
さ
ん
再
任

人
権
擁
護
委
員
に
藤
原
忠
正
さ
ん
再
任

藤　原　忠　正さん
（川尻・62歳）
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（丸数字は順位。敬称略 総務課調べ）スポーツ結果スポーツ結果スポーツ結果
◆国民体育大会「スポーツ祭東京2013」ボート競技
（９月11日～15日・東京都江戸川特設コース）
【成年男子】▼ダブルスカル　みちのくコカ・コーラＲＣ
（米澤豪範選手出場・西和賀高卒・太田）予選敗退
【成年女子】▼シングルスカル⑦小谷尚子（みちのくコカ・
コーラＲＣ・西和賀高卒・湯川）

◆第25回県民長寿体育祭いきいきシニアスポーツ大会
（９月14日・岩手県営運動公園陸上競技場）
【総合】①北上地区830点②奥州地区820点③盛岡地区800
点※本町は北上地区として出場
※本町老人クラブ連合会成績
【個人】▼男子100ｍ（66歳以上）④熊澤一郎（左草）
▼男子100ｍ（65歳以下）①熊澤一夫（左草）②小田島幹
夫（白木野）▼女子100ｍ（65歳以下）①髙橋美智子（川
尻）▼長寿リレー①北上地区Ａ＜梅川良一（川尻）、髙橋
弘子（泉沢）出場＞④北上地区Ｂチーム＜髙橋正受（猿橋）
出場＞
【団体】▼ゲートボールリレー①西和賀Ａ（沢内地区）④
西和賀Ｂ（湯田地区）▼ボール運びリレー①西和賀Ｂ

◆第61回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会
（９月20日～22日・埼玉県熊谷スポーツ文化公園陸上競技場）
▼男子10000ｍ競歩③吉田琢哉（盛岡市役所・沢内中出身・
若畑）40分44秒34

◆平成25年度和賀地区中学校新人大会
（９月21日、22日・北上市藤沢広場ほか）
【柔道】＜男子団体＞②沢内中学校
＜男子個人＞▼50㎏級①佐々木龍杜（沢内中２年）県大会
出場③柿澤泰虎（沢内中１年）▼①柿澤悠輔（沢内中２年）
県大会出場
【ソフトボール】▼③沢内・江釣子中学校（合同チーム）
【バトミントン】＜男子個人＞▼①田中光平（沢内中１年）
県大会出場＜女子個人＞③内記綾香（沢内中２年）

◆第54回北上警察署管内民警柔道剣道大会
（９月23日・北上総合体育館）
【柔道】＜男子団体＞▼中学校①沢内中学校▼スポ少③沢
内柔道スポーツ少年団＜男子個人＞▼中学校②柿澤悠輔③
佐々木龍杜

◆第45回岩手県高等学校新人大会ボート競技
（９月27日～29日・花巻市田瀬湖ボートコース）
▼女子ダブルスカル②西和賀高校（竹沢ゆきみ２年・深澤
秀子１年）４分17秒13　東北大会出場

◆第８回西和賀町水泳協会会長杯記録会
（10月６日・湯本屋内温泉プール）（町内関係者のみ）
【男子】＜11～12歳＞▼50ｍ平泳ぎ③南川陸登（湯田水泳
クラブ）41秒81▼50ｍ背泳ぎ③高橋幸都（湯田水泳クラブ）
48秒54＜９～10歳＞▼25ｍ自由形①黒渕詠斗（湯田水泳ク
ラブ）28秒31▼25ｍ平泳ぎ③高橋泰都（西和賀水泳クラブ）
36秒07▼25ｍバタフライ②高橋翔（西和賀水泳クラブ）25
秒54▼100ｍ自由形③池田雄亮(西和賀水泳クラブ）２分18
秒61
【女子】＜11～12歳＞▼100ｍ個人メドレー①佐藤志渚(湯
田水泳クラブ）１分31秒76＜９～10歳＞▼25ｍ平泳ぎ①高
橋並紗（西和賀水泳クラブ）29秒18＜８歳以下＞▼25ｍ自
由形②鈴木祐衣（湯田水泳クラブ）31秒01

◆第３回和賀地区小学校陸上競技大会
（９月21日・北上陸上競技場）（８位までの入賞）
【５年男子】▼1000ｍ⑥大堰徳（沢内）３分30秒78▼80ｍ
Ｈ⑦東哉太(沢内）15秒93▼ソフトボール投⑦髙橋辰光(湯
田）43m40⑧髙橋聖成(沢内）40m04▼４×400ｍ⑦沢内小学
校（加藤涼太、東哉太、髙橋優希、大堰徳）１分00秒89
【６年男子】▼200ｍ①加藤晴己(湯田)27秒22▼ソフトボー
ル投④小田島海成（湯田）57m43▼４×400ｍ⑥湯田小学校
（早川秀朋、小田島賢人、大友遥希、加藤晴己）56秒35
【５年女子】▼200ｍ⑥門脇昂子(湯田）34秒32▼走幅飛⑥
萩野麟（沢内）３ｍ19⑦髙橋愛矢（湯田）３ｍ18▼ソフト
ボール投①髙橋明華音（沢内）48m30　大会新▼４×400ｍ
⑥沢内小学校（萩野麟、新田真歩、吉田藍子、髙橋明華音）
１分02秒75
【６年女子】▼200ｍ③太田碧(沢内）31秒29▼80ｍＨ⑧桑

島佑奈（湯田）15秒91▼走幅飛⑦髙橋いろ葉（湯田）３ｍ
36▼ソフトボール投⑦髙橋雪乃（湯田）37m85

◆第90回志賀来ドーム愛好会ゲートボール大会
（10月４日、志賀来ドーム）
①槻沢３勝（南川賢一、南川真喜子、竹沢房子、小林ハツ
エ、高橋ミヤノ）②大豊（北上市）３勝１敗③新町（照井
文男、高橋貞夫、伊勢郁、深澤ツメ子、藤田ミヤ）３勝１
敗④川尻（真壁クミ子、菅野タカ子、高橋節子、竹沢光子、
高橋キク）３勝１敗⑤藤原の里（奥州市）⑥弁鍵（高橋幸
一、高橋淑子、内記健一、有馬礎、柿沢典生）２勝２敗⑦
不来方（盛岡市）２勝２敗⑧笠松（北上市）２勝２敗⑨雫
石（雫石町）２勝２敗⑩あすなろ（北上市）１勝３敗⑪旭
ヶ丘（北上市）１勝３敗⑫こまち（横手市）１勝３敗⑬竜
馬（美郷町）４敗（同勝敗の順位は得失点差による）

第２回町民スポーツ交流会
地域、世代を越えてスポーツで交流
　10月14日、沢内小学校を会場に町体育協会と教育委員
会が主催する第２回町民スポーツ交流が行われました。
　この交流会は、町全体としてスポーツ大会を開くこと
ができないかとの意見から、昨年より行なわれているも
ので、各地区体育協会などが中心となり呼びかけを行な
いました。
　当日は小学生以上約60人が参加。３チームに分かれ、
風船をお尻で割るケツ圧
リレーやニュースポーツ、
おなじみのボール送りリ
レーなど５種目で優勝を
競い合いました。
　参加者は、秋晴れの青
空の下、スポーツによる
世代間交流を行い、心地
よい汗を流しました。 ニュースポーツ「キンボール」で対戦

９人合計で500歳以上
第10回錦秋湖500歳野球大会

　10月13日、錦秋湖グラウンドと沢内多目的グラウンド
を会場に第10回錦秋湖500歳野球大会が行われました。
　今年は岩手県、秋田県からそれぞれ３チームずつの６
チームが参戦。本町からは沢内ＯＢマスターズとほっと
マスターズが出場しました。沢内ＯＢマスターズは横手
クラブ（秋田県）と、ほっとマスターズは北上愛球会と
対戦。両チームとも接戦の末、惜しくも初戦敗退となり
ました。決勝戦は横手クラブが北上愛球会に延長戦の末、
５－４で勝利し本大会３回目となる優勝を果たしました。
　この大会は、出場できる選手は50歳以上、しかも９人
の合計が500歳以上でなければならないルールとなって
おり、選手の起用や交代が鍵を握る大会となっています。

選手交代のたびに合
計年齢が計算され、
これに反すると即没
収試合となるとあっ
て、ネット裏にも緊
張が走っていました。

好プレー続出の
大会となりました
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読書の秋　図書室の新刊の紹介
　町は73冊の新しい本を購入し、川尻地区公民館図書室
と太田地区公民館図書室に配置しました。一般書だけで
はなく、児童書や絵本もあります。お気軽にご利用下さい。
　購入した本の一部を紹介します。

【川尻地区公民館図書室】（銀河ホール隣のＵホール内）
◎小説・物語
「舟を編む」／三浦しをん
「想像ラジオ」／いとうせいこう
「ホテルローヤル」／桜木紫乃
◎ 児童書・絵本
「かいけつゾロリ なぞのスパイと100本のバラ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／はらゆたか
「ふしぎ駄菓子屋　銭天堂」／廣島玲子
「続・世界のなめこ図鑑」／金谷泉

【太田地区公民館図書室】（役場沢内庁舎２階）
◎小説・物語
「死神の精度」／伊坂幸太郎
「ジェノサイド」／高野和明
「爪と目」／藤崎可織
◎児童書・絵本
「かいけつゾロリ なぞのスパイとチョコレート」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／はらゆたか
「こびと観察入門(１) 捕まえ方から飼い方まで」
　　　　　　　　　　　　　　　　　／なばたとしたか
「世界のなめこ図鑑」／金谷泉

　およそ1500冊の本を積んで移動図書館車「みどり号」
で町内を巡回しています。図書室に足を運ばなくても簡
単に本を借りたり、返却することができます。利用方法
など詳しくはお問い合わせください。

◆問い合わせ先／生涯学習課　☎82‒2045

国民健康保険運営協議会
被保険者代表委員を募集

　国民健康保険運営協議会は、国民健康保険事業におけ
る条例や予算、税率案などの審議を行っています。運営
協議会は、被保険者代表、保険医・薬剤師代表、公益を
代表する３者委員で構成されており、現委員の任期満了
に伴い被保険者代表委員を募集します。

◆募集人数／３人
◆任期／25年12月１日から２年間
◆職務の内容／年４回程度の運営協議会（平日の日中）
　の出席、そのほか年数回の研修会や大会への出席など
◆応募資格／①本町の国民健康保険に加入し、現に居住
　　　　　　　している20歳以上の人
　　　　　　②会議に出席できる人
　　　　　　③町税の滞納がない人
　　　　　　④男女は問いません
◆申込期限／11月８日㈮
◆その他／①年齢や職業、地区などを考慮して選考しま
　　　　　　す
　　　　　②運営協議会は基本的に沢内庁舎で行います
◆応募方法／住所、氏名、年齢、性別、電話番号、職業、
　応募の動機、自己アピール・活動経験などを税務会計
　課・医療保険室窓口で配布する申込用紙に記入し、郵
　送または持参
◆申し込み・問い合わせ先／医療保険室　☎85‒3414

新
病
院
建
設
進
捗
状
況

新
病
院
建
設
進
捗
状
況

　

新
病
院
建
設
状
況
を
、
各
工
区
毎
の
工
事
状
況
を
写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
写
真
撮
影
日
：
10
月
16
日
）

［機械棟］基礎工事作業が進められています。
掘削を進めていくと水が沸き、汲み出しながら
作業を行なっています。

［２工区］基礎工事を終え、１階床工事が進
められています。外に通じるスロープ工事も
行なわれています。

［１工区］１階床コンクリート工事を終え、
上階への立上り鉄筋工事が始まります

［３工区］基礎工事を終え、各種配管が通る
地下部分から１階への立上り鉄筋工事が進め
られています。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
沢
内
病
院　

☎
85
―
3
1
3
1
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【小中学校・保育所（園）での放射線量測定結果】

※10秒ごとに６回測定していますが値はその
　平均値です。

冬期間は測定することが困難のた
め、今年度の測定は10月で終了し
ます。

（単位・マイクロシーベルト／時）

川 舟 保 育 所
せんだん保育所
新 町 保 育 所
湯 本 保 育 園
川 尻 保 育 園
沢 内 小 学 校
湯 田 小 学 校
沢 内 中 学 校
湯 田 中 学 校

測定地点
（校庭、園庭中央部） 地上1m地上50㎝

0.045 
0.046 
0.043 
0.046 
0.046 
0.031 
0.059 
0.045 
0.017 

0.048 
0.047 
0.058 
0.057 
0.053 
0.034 
0.050 
0.043 
0.019 

10月4日（金）

※測定した結果は、文部科学省・厚生労働省
　による「避難区域等の外の地域の学校等の
　校舎・校庭等の利用判断に係る暫定的考え
　方」に基づく屋外活動の制限の指標である
　3.8μSv（マイクロシーベルト）／時を下
　回っています。

町では次のとおり入札を行いました。施工箇所の詳細などは担当課までお問い合わせください。
工事名は一部省略して記載しています。落札率は、税抜きの予定価格と税抜きの請負額から計算しています。
また、契約額は税込みの金額を表示しています。

入札執行状況

＜10月1日執行分＞

番号／15（町民課）
事業名／斎場建築実施設計等業務委託
場所／鍵飯
内容／実施設計等業務一式
契約者／（株）八洲建築設計事務所
契約額／872万円
工期／10.4～H26.3.2
落札率／76.3

番号／16（建設課）
事業名／戸別浄化槽設置（その４）工事
場所／白木野・下前・川舟
内容／7人槽3基
契約者／（有）西和賀水道
契約額／309万円
工期／10.4～12.27
落札率／73.4

番号／17（建設課）
事業名／町道長瀬野線八年橋護床･護岸補修工事
場所／長瀬野
内容／道節ブロック張153㎡ほか
契約者／（有）薄井組
契約額／2410万円
工期／10.4～H26.3.28
落札率／97.9

番号／18（建設課）
事業名／公共下水道安ヶ沢地区本管延長工事
場所／川舟
内容／管布設工50.48ｍほか
契約者／（有）高橋重機
契約額／120万円
工期／10.4～12.12
落札率／96.6

番号／19（農林課）
事業名／桐沢地区農業用施設災害復旧工事
場所／川舟
内容／災害復旧工事一式
契約者／（有）高橋重機
契約額／310万円
工期／10.4～12.27
落札率／95.2

番号／20（保健福祉課）
事業名／巣郷老人憩の家貯水槽建屋改修及び外壁修繕工事
場所／巣郷
内容／貯水槽建屋改修及び外壁修繕工事一式
契約者／竹沢工務店
契約額／93万円
工期／10.4～12.2
落札率／98.9

内容／配水管布設替工273.3ｍほか
契約者／（有）佐々木設備
契約額／1932万円
工期／8.30～H26.1.12
落札率／95.8

番号／10（建設課）
事業名／戸別浄化槽設置（その３）工事
場所／小繋沢・鍵飯
内容／5人槽1基、7人槽1基
契約者／（有）薄井組
契約額／205万円
工期／8.30～11.22
落札率／78.0

番号／11（総務課）
事業名／湯田庁舎喫煙所設置工事
場所／川尻
内容／1階喫煙室増設工事ほか
契約者／竹沢工務店
契約額／252万円
工期／8.30～10.31
落札率／98.0

＜9月4日執行分＞

番号／12（建設課）
事業名／湯田水系配水管布設工事（３工区）
場所／下前
内容／配水管布設工1556ｍほか
契約者／（株）近藤設備・（有）西和水道土木特定共同体
契約額／1億710万円
工期／9.7～H26.3.29
落札率／97.8

番号／13（建設課）
事業名／湯田水系配水管布設工事（４工区）
場所／下前
内容／配水管布設工2118.8ｍほか
契約者／（株）近藤設備・（有）西和水道土木特定共同体
契約額／1億3167万円
工期／9.7～H26.3.29
落札率／98.0

番号／14（農林課）
事業名／下前地区土壌改良工事
場所／下前
内容／運搬敷均し1786m3
契約者／竹沢工務店
契約額／371万円
工期／9.7～12.5
落札率／98.3

＜8月27日執行分＞

番号／1（総務課）
事業名／移動通信用鉄塔施設整備事業ＮＴＴドコモ
場所／柳沢
内容／鉄塔施設工事一式ほか
契約者／（株）協和エクシオ東北支店
契約額／821万円
工期／8.30～10.28
落札率／95.0

番号／２（総務課）
事業名／移動通信用鉄塔施設整備事業ＫＤＤＩ
場所／柳沢
内容／鉄塔施設工事一式ほか
契約者／（株）協和エクシオ東北支店
契約額／1121万円
工期／8.30～10.28
落札率／96.9

番号／３（観光商工課）
事業名／沢内バーデン新館屋根塗装改修工事
場所／大野
内容／屋根塗装工事１式
契約者／和賀美装（有）
契約額／336万円
工期／8.30～10.28
落札率／50.3

番号／４（総務課）
事業名／小型動力ポンプ積載車購入
場所／長瀬野
内容／小型動力ポンプ積載車１台
契約者／（有）佐々木ボデー
契約額／524万円
工期／8.30～H26.1.26
落札率／80.2

番号／５（建設課）
事業名／湯田水系導入管布設工事（１工区）
場所／左草
内容／導水管布設工1370ｍほか
契約者／（株）埋水興業
契約額／9345万円
工期／8.30～H26.3.29
落札率／95.7

番号／６（建設課）
事業名／湯田水系導入管布設工事（２工区）
場所／左草
内容／導水管布設工610.4ｍ
契約者／（有）湯田機械
契約額／1890万円
工期／8.30～H26.1.12
落札率／96.1

番号／７（建設課）
事業名／湯田水系導入管布設工事（５工区）
場所／清水ヶ野
内容／導水管布設工1051.2ｍほか
契約者／（株）埋水興業
契約額／7455万円
工期／8.30～H26.3.23
落札率／95.7

番号／８（建設課）
事業名／町道長瀬野線道路改良に伴う配水管布設工事
場所／長瀬野
内容／配水管布設工655.9ｍほか
契約者／（有）高橋重機
契約額／1512万円
工期／8.30～12.27
落札率／95.6

番号／９（建設課）
事業名／沢内簡易水道高下地区配水管布設替工事
場所／川舟
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節目を祝いさらなる飛躍を さわうち太鼓百年座25周年記念公演

　10月13日、今年創立25周年を迎えるさわうち太鼓百年座の記念公演演
奏会が行なわれ、関係者を含め約300人が銀河ホールに集いました。
　当日は、新町保育所や沢内中学校、ワークステーション湯田・沢内、
湯田子ども太鼓など町内・県内はもとより、百年座と親交のある遠くは
千葉県の和太鼓－燁－（ＨＡＮＡＢＩ）など11の太鼓団体・芸能団体が
駆けつけ、自慢の太鼓を演奏し百年座の25周年を祝福しました。
　これに応え百年座は『いのちの鼓動』と題して力強く迫力ある音を響
かせ、満員の観客は響きわたる和太鼓の音に聞き入っていました。
　フィナーレでは出演団体が舞台上に勢ぞろいし、にぎやかな太鼓で百
年座の25周年の節目を祝いました。

親子でふれあい心地よい汗 沢内地区保護連「ちびっこのつどい」

　９月27日、沢内地区保護者会連絡協議会（藤原伸会長）が主催するち
びっこのつどいが太田多目的グラウンドで行われ、町内の親子などおよ
そ100人が参加しました。
　今回のつどいでは、沢内小学校の盛島寛校長が「親子で運動遊びを楽
しもう」をテーマに、親子で簡単に楽しめる運動方法や器具を使っての
トレーニングなどを紹介しました。参加者は準備運動から四苦八苦しな
がらも、親子のふれあいを楽しんでいました。
　グラウンドいっぱいを使って走り回るなどして、疲れを見せる保護者
にかまわず、子ども達は元気に動き回っていました。
　運動後は、おにぎりと豚汁で昼食会を行ない、会員同士の親睦を深め
ました。

　10月４日、中央農業改良普及センターが主催する「食の匠の技研修
会」がふれあいゆう星館（左草）を会場に行なわれ、約20人が参加し
ました。
　講師は「すし漬け」で岩手県食の匠に認定されている川尻の高橋節
子さんが務め、今回伝授されたのは「笹ゆべし」といも粉を使った
「かぼちゃだんご」の２料理。高橋さんは「おいしいものとは言えな
いが、昔食べるものが無いときに作ったもの。こんなものを食べてい
たんだということを知ってもらえれば」と話していましたが、どちら
の料理も身近な材料で簡単に作れること、そして味のほうも「栄養も
あり、とてもおいしい」との感想がでるなど、これからも引き継がれて
いく料理となりました。

地域福祉の灯火として歩み15年 やすらぎ会が記念式典

後世に伝えたい匠の味 食の匠の技研修会

新聞紙を落とさないように走り回ります

クルミを敷き詰め蒸していきます

感謝状を受け取る初代理事長の内記正志さん（左）

「いのち」をテーマにした百年座の演奏

　社会福祉法人やすらぎ会（髙橋一雄理事長）の15周年記念式典が９月
29日、関係者約70人が出席して沢内バーデンで行われました。
　15年の節目を迎え、髙橋理事長は｢高齢者をめぐる福祉環境は年々厳
しく深刻になってきているが、高齢者の安心をもたらす地域の拠点施設
として更なる充実を図っていきたい」と式辞を述べました。また、歴代
理事長には感謝状が贈られました。
　やすらぎ会は平成９年11月に設立。平成10年４月からは、太田で特別
養護老人ホームぶなの園を公設民営で開設しました。また、高齢者生活
福祉センターかたくりの園も運営するほか、訪問介護なども行っていま
す。



14

　

大
型
の
台
風
26
号
は
16
日
、
岩
手
県

に
接
近
し
各
地
に
暴
風
雨
を
も
た
ら
し

た
。
17
日
朝
の
報
道
に
よ
る
と
、
北
上

市
内
で
は
風
で
飛
ば
さ
れ
た
大
型
の
ト

タ
ン
屋
根
が
電
線
に
引
っ
か
か
る
な
ど

で
住
民
は
不
安
に
駆
ら
れ
、
花
巻
市
内

で
は
路
上
に
立
っ
て
い
た
人
が
風
で
倒

さ
れ
た
と
の
こ
と
。
台
風
の
直
撃
を
受

け
た
東
京
の
伊
豆
大
島
で
は
、
土
石
流

な
ど
で
17
名
の
死
亡
と
40
名
の
行
方
不

明
と
な
っ
て
い
る
。
西
和
賀
町
で
は
、

Ｊ
Ｒ
北
上
線
の
運
休
は
あ
り
ま
し
た
が
、

大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
で
少
し

安
心
し
ま
し
た
。
緊
急
時
の
対
応
に
は

総
力
を
挙
げ
て
望
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
Ｊ
Ｒ
ほ
っ
と
ゆ
だ
駅
ホ
ー
ム
で
は
、

２
番
線
（
北
上
方
面
）
へ
の
行
き
来
の

た
め
の
階
段
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
も

っ
と
楽
に
な
る
よ
う
に「
改
良
し
ま
す
」

と
、
Ｊ
Ｒ
北
上
駅
長
よ
り
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
町
民
の
方
か
ら
体
が
不
自
由

で
階
段
に
困
っ
て
い
る
と
の
手
紙
を
い

た
だ
き
要
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
年

越
し
で
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。
も
う

少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

来
年
は
、
湯
田
ダ
ム
完
成
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。
西
和
賀
町
観
光
協
会
が
主

体
と
な
り
、各
団
体
に
呼
び
か
け
て「
錦

秋
湖
及
び
和
賀
川
活
用
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
建

設
50
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
改
め
て

こ
の
資
源
を
観
光
や
住
民
生
活
に
有
効

活
用
す
る
た
め
、
調
査
検
討
し
町
の
活

性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
錦
秋
湖
の
上
下
流
域
を
含
め
た

地
域
を
視
野
に
、
和
賀
川
の
貢
献
度
の

周
知
、
ダ
ム
と
と
も
に
歩
ん
だ
地
域
の

歴
史
、
貯
砂
ダ
ム
の
活
用
策
、
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
整
備
、川
の
恵
み
・
食
フ
ェ

ス
タ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
多

く
の
提
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
賀

川
と
い
う
地
域
の
自
然
財
産
を
ど
う
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
の
か
、
今
し
か
な

い
と
い
う
思
い
で
議
論
し
て
ほ
し
い
と

言
う
若
手
か
ら
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
活
気
が
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
。

　

さ
わ
う
ち
太
鼓
百
年
座
設
立
25
周
年

の
演
奏
会
を
聴
き
ま
し
た
。
和
太
鼓
の

重
々
し
い
響
き
が
、
自
分
の
体
の
中
の

毒
素
を
み
な
流
し
き
っ
て
く
れ
た
よ
う

な
〝
感
動
〞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　

感
謝
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か
た
く
り
日
記

か
た
く
り
日
記

平
成
25
年
10
月

税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

〜
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
〜

従
業
員
の
個
人
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
納

付
を
特
別
徴
収
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う

　

従
業
員
の
給
与
か
ら
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し

て
い
る
け
れ
ど
、
個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ
る
給
与
支
払

者
は
、
原
則
と
し
て
、
従
業
員
の
個
人
住
民
税

を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
（
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
及
び
西

和
賀
町
税
条
例
第45

条
）
た
だ
し
、
次
の
よ
う

な
場
合
は
特
別
徴
収
に
は
出
来
ま
せ
ん
。

・
給
与
が
毎
月
支
給
さ
れ
な
い
。

・
複
数
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
従
業
員
で
他

　

の
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
が
特
別
徴
収
さ
れ

　

て
い
る
。

・
従
業
員
が
退
職
し
た
た
め
翌
年
の
給
与
か
ら

　

の
特
別
徴
収
が
で
き
な
い
。

・
給
与
の
支
払
額
が
少
な
く
、
給
与
か
ら
個
人

　

住
民
税
を
徴
収
で
き
な
い
。

○
特
別
徴
収
と
は
？

　

事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
、
毎
月
、
従
業

員
（
給
与
所
得
者
）
に
支
払
う
給
与
か
ら
住
民

税
（
町
民
税
と
県
民
税
）
を
あ
ら
か
じ
め
引
去

り
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
に
代
わ
っ
て

町
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

○
特
別
徴
収
は
事
務
が
面
倒
で
は
？

　

毎
年
５
月
に
町
か
ら
事
業
所
へ
徴
収
し
て
い

た
だ
く
税
額
通
知
書
と
納
付
書
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
税
額
の
計
算
や
年

末
調
整
を
す
る
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
従
業
員
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

個
人
住
民
税
を
ご
自
身
で
納
め
る
普
通
徴

収
の
場
合
は
納
期
が
原
則
年
４
回
で
す
が
、

特
別
徴
収
は
年
12
回
で
す
の
で
、
１
回
分
の

納
付
額
が
少
額
に
な
り
、
負
担
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
の
給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
る

た
め
、
納
め
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
特
別
徴
収
を
す
る
た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

特
別
徴
収
開
始
の
手
続
き
や
よ
り
詳
し
い

説
明
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
西
和
賀
町

税
務
会
計
課
住
民
税
担
当
（
電
話
８
２
―
３

２
８
２
）
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
会
計
課

　
　
　
　

☎
82
―
3
2
8
2
・
3
2
8
3

※

納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は

　

10
月
31
日
㈭
で
す
。

今
月
納
め
て
い
た
だ
く

　
　
　
　
　

 
税
金
と
納
期
限

町
県
民
税　

３
期

国
民
健
康
保
険
税　

４
期

介
護
保
険
料　

４
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

４
期
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「みんなのページ」は、
皆さんからの情報や
お便り、旬の情報を

紹介していくコーナーです。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
感
謝

みんなの
ページ
みんなの
ページ

　

町
で
３
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
。
こ
の

事
業
は
、
小
学
校
の
統
合
で
広
範
囲
と

な
っ
た
地
域
と
学
校
を
つ
な
げ
る
た
め

に
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。
現
在
、
た
く

さ
ん
の
人
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
活

動
の
支
援
の
た
め
様
々
な
場
面
で
活
躍

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

沢
内
小
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
４
日
晴
天
の
中
、
学
校
か
ら
の

依
頼
で
稲
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
な

い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
８
人
が
参

加
し
て
、
稲
刈
り
を
支
援
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
昔
な
が

ら
の
カ
マ
に
よ
る
稲
刈
り
や
、
難
し
い

刈
り
取
っ
た
稲
の
結
束
、
運
搬
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

沢
内
小
学
校
の
稲
作
づ
く
り
は
、
５

学
年
が
担
当
で
種
ま
き
か
ら
田
植
え
、

稲
刈
り
、
脱
穀
、
水
管
理
、
草
刈
り
作

業
な
ど
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
読
み
聞
か
せ
や
な
べ
っ

こ
遠
足
支
援
な
ど
、
今
後
も
学
校
活
動

の
一
躍
を
担
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

沢
内
地
区
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

明
雄
（
泉
沢
）

稲刈りを終え笑顔の記念撮影
／田中正さん（泉沢）撮影

西和賀町長選挙の投票日は
１１月１０日㈰

　任期満了による西和賀町長選挙を次のとおり行ない
ます。
■告示日／11月５日（火）
■投票日／11月10日（日）
■投票所／別表１のとおりですが、従前の投票所と同
じです。
■投票時間／7時～18時
■投票の種類と形式について
①投票日当日に投票所における投票（記号式）
　投票したい候補者に「○」の記号を記入してください。
②期日前投票若しくは不在者投票（記名式）
　投票用紙には、投票しようとする候補者一人の氏名
を記入してください。
※いずれの投票でも、必要以外のことを記載した場合
には無効となります。
■投票できる人／平成５年11月11日以前に生まれた人
で、選挙人名簿登録基準日（11月４日）で西和賀町に
３か月以上住民登録をし、選挙人名簿に登録されてい
る人
■病院や施設等における不在者投票／岩手県選挙管理
委員会では、一定の条件を満たす病院や施設を不在者
投票施設として指定しています。投票したい旨を申し
出ていただければ手続の一切を指定された病院などが
行うことになっています。（請求行為など事務手続は
告示日前から行うことができます）
■期日前投票／選挙期日に仕事や旅行、レジャー、冠
婚葬祭など一定の理由のある方については、次のとお
り期日前投票を行うことが出来ます。
　◎期日前投票を行う場所
　　西和賀町役場湯田庁舎１階町民室または沢内庁舎
　　太田老人福祉センター１階教養娯楽室
　◎期日前投票の期間（いずれも同じ期間です）
　　　11月６日～11月９日
　◎期日前投票を行うことが出来る時間（いずれも同
　　じ時間です）
　　　午前８時30分～午後８時
■郵便での投票／身体に重度の障害がある人、戦傷病
者または介護保険法に規定する要介護者で一定の要件
に該当する人は、自宅などで投票用紙に記載し、郵送
により投票を行うことが出来ます。この投票制度を利
用したい場合は、町選挙管理委員会にお問い合わせく
ださい。

※この制度に該当する人で、投票用紙に自ら記載することが
困難な人は代理記載制度を利用することが出来ます。代理投
票制度とは、あらかじめ町選挙管理委員会に郵便による投票
の申請と同時に代理記載人等として届け出た人に投票の記載
を代理してもらうことができる制度です。この制度を利用し
たい人は、町選挙管理委員会にお問い合わせください。
■開票作業／投票日当日午後８時から西和賀町川尻体育館
（西和賀町川尻40‒40‒56）で行います。どなたでも参観する
ことができます。

◆問い合わせ先／西和賀町選挙管理委員会
　（西和賀町役場湯田庁舎　総務課内）☎82‒3281

＜別表１＞
投　　　票　　　所　　　一　　　覧

場　　所

貝沢地区多目的集会施設

西和賀町若畑公民館

川舟保育所

長瀬野会館

沢内小学校

太田さわやか会館

新町保育所

大野ふれあい館

投　票　区

第１投票所

第２投票所

第３投票所

第４投票所

第５投票所

第６投票所

第７投票所

第８投票所

場　　所

下前公民館

湯之沢公民館

西和賀町川尻体育館

湯川地区公民館

左草公民館

柳沢公民館

新田郷地区公民館

耳取地区公民館

投　票　区

第９投票所

第10投票所

第11投票所

第12投票所

第13投票所

第14投票所

第15投票所

第16投票所

第17投票所

西和賀町湯田農業者
トレーニングセンター



　

11
月
8
日
に
次
の
日
程
で
献
血
を
行
な
い

ま
す
。
今
回
は
200
㎖
・
400
㎖
献
血
で
す
。

　

献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
献
血
日
／
11
月
8
日
㈮

●
会
場
・
時
間
／

　

役
場
湯
田
庁
舎　

9
時
30
分
〜
11
時

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
光
寿
苑

　
　
　
　
　
　
　
　

12
時
〜
13
時 

　

岩
手
県
立
西
和
賀
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
30
分
〜
16
時

●
問
合
先
／
町
民
課
☎
85
2
1
1
1

　

細
内
の
小
田
島
康
広
さ
ん
宅
に
保
存
さ
れ

て
い
た
古
民
具
を
岩
手
大
学
の
学
生
が
長
年

に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
調
査
整
理
が
こ
の
ほ

ど
終
了
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
町
民
大
学
講
座
と
し
て
、
調
査
を

指
導
さ
れ
た
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
非

常
勤
講
師
の
名
久
井
文
明
先
生
か
ら
古
民
具

の
価
値
や
北
上
山
系
で
使
用
さ
れ
て
い
る
民

具
と
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

町
民
大
学
講
座
へ
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

次
に
よ
り
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日
／
11
月
15
日
㈮

●
時
間
／
13
時
30
分
〜

●
会
場
／
新
田
郷
地
区
公
民
館

●
申
込
期
限
／
11
月
11
日
㈪

●
申
込
・
問
合
先
／
生
涯
学
習
課

☎
82
2
0
4
5

　

あ
な
た
の
老
後
生
活
への
備
え
は
十
分
で
す

か
。
年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
準
備

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
老
後
の
備
え
は
国

民
年
金
プ
ラ
ス
農
業
者
年
金
が
基
本
で
す
。

　

農
業
者
年
金
へ
は
、
①
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
で
（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除

者
を
除
く
）、
②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
し
、
③
60
歳
未
満
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
節
税
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
農
業
委
員
会
☎
85
3
4
1
3

　

町
は
、町
営
ス
キ
ー
場
従
事
員
（
志
賀
来
・

湯
田
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容
／
リ
フ
ト
運
行
整
備
、
ゲ
レ
ン

　

デ
・
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
整
備
、
施
設
設
備

　

管
理
、
コ
ー
ス
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

●
従
事
期
間
／
12
月
中
旬
〜
3
月
下
旬

●
応
募
書
類
／
申
込
書
（
総
務
課
と
教
育
委

　

員
会
学
務
課
に
あ
り
ま
す
）、
履
歴
書

●
応
募
資
格
／
昭
和
23
年
4
月
2
日
以
降
に

　

生
ま
れ
た
人
で
健
康
な
人

●
募
集
人
数
／
志
賀
来
4
人
、
湯
田
3
人

●
申
込
締
切
／
11
月
13
日
㈬

●
選
考
／
面
接
に
よ
る

●
申
込
先
／
総
務
課（
湯
田
庁
舎
）ま
た
は
、

　

教
育
委
員
会
学
務
課（
沢
内
庁
舎
）

●
問
合
先
／
教
育
委
員
会
学
務
課

☎
85
2
3
3
7

　

沢
内
病
院
で
は
11
月
1
日
㈮
か
ら
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

通
常
診
療（
平
日
午
前
）以
外
で
接
種
を
希

望
す
る
人
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

●
通
常
診
療（
平
日
午
前
）の
接
種
期
間
／

　

11
月
1
日
㈮
〜
平
成
26
年
1
月
31
日
㈮

◆
通
常
診
療
時
以
外
で

予
防
接
種
の
み
を
希
望
す
る
人
◆

●
期
間
／
平
成
25
年
11
月
1
日
㈮
〜
12
月
27

　

日
㈮
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

●
接
種
方
法
／
①
予
約
制
と
し
一
日
16
人
を

　

限
度
と
し
ま
す
。（
予
約
は
早
め
に
お
願

　

い
し
ま
す
）
②
問
診
票
は
午
後
5
時
30
分

　

ま
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
③
診
察
、
接

　

種
開
始
は
午
後
5
時
30
分
と
し
ま
す
。
④

　

3
歳
未
満
児
は
出
来
る
だ
け
小
児
科
が
あ

　

る
月
曜
日
に
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
／
沢
内
病
院
☎
85
3
1
3
1

　

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
候
補

生
お
よ
び
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
②
高
等
工

　

科
学
校
生
徒

●
応
募
資
格
／
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

　

子
②
中
学
校
卒
業（
見
込
み
含
む
）、
17
歳

　

未
満
の
男
子

●
受
付
期
間
／
①
10
月
15
日
㈫
〜
11
月
20
日

　

㈬
②
11
月
1
日
㈮
〜
平
成
26
年
1
月
10
日
㈮

●
試
験
日
／
①
11
月
30
日
㈯
、
12
月
1
日
㈰

　

②
平
成
26
年
1
月
18
日
㈯

●
試
験
会
場
／
①
岩
手
駐
屯
地
（
滝
沢
村
）

　

②
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
岩
手
（
盛
岡
市
）
ほ
か

●
問
合
先
／
自
衛
隊
北
上
地
域
事
務
所

☎
63
6
7
3
6

　

岩
手
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
職
員
（
大

学
卒
）
採
用
試
験
（
平
成
26
年
4
月
1
日
採

用
）
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

●
採
用
予
定
／
1
人

●
職
務
内
容
／
地
方
公
務
員
と
し
て
一
般
的

　

な
行
政
事
務

●
受
験
資
格
／
①
昭
和
60
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
4
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人
②
平

　

成
4
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

　

大
学
卒
ま
た
は
平
成
26
年
3
月
ま
で
に
卒

　

業
見
込
み
の
人

●
一
次
試
験
／
12
月
15
日
㈰

●
申
込
受
付
期
間
／
10
月
21
日
㈪
〜
11
月
25

　

日
㈪

●
そ
の
他
／
詳
細
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://sougoukum

iai.m
orioka.iw

at

　

e.jp/

）
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
岩
手
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　

総
務
課
☎
0
1
9-

6
2
2-

6
2
4
2

　

花
巻
調
停
協
会
で
は
、
次
に
よ
り
無
料
調

停
会
を
行
な
い
ま
す
。
調
停
の
手
続
き
や
利

用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
裁
判
所
の
民
事
・
家

事
調
停
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
17
日
㈰
10
時
〜
16
時

●
場
所
／
花
巻
市
交
流
会
館
（
旧
花
巻
空
港

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
）

献
血
に
ご
協
力
を

農
業
者
年
金
に
加
入
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

岩
手
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

無
料
調
停
相
談
会
の
開
催

そ
の
他

役
場
か
ら
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自
衛
官
候
補
生
お
よ
び

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

町
民
大
学
講
座
「
民
具
に
刻
ま
れ
た

暮
ら
し
―
奥
羽
山
脈
と
北
上
山
地
」

国
や
県
か
ら

町
営
ス
キ
ー
場
従
事
員
を
募
集

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
農
地
法
の
許
可
が

必
要
で
す
。農
業
委
員
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。



●
内
容
／
金
銭
貸
借
、多
重
債
務
、土
地
の
境
界
問

題
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、相
続
、離
婚
、親
権
問
題
な
ど

●
申
込
／
予
約
不
要
（
当
日
会
場
で
受
付
）

●
問
合
先
／
花
巻
調
停
協
会

☎
0
1
9
8-

2
3-

5
2
7
6

　
（
公
財
）ふ
る
さ
と
い
わ
て
定
住
財
団
で
は
、

い
わ
て
就
職
面
接
会
Ⅳ
を
次
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
19
日
㈫
13
時
〜
16
時
30
分

●
場
所
／
岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
オ

●
参
加
対
象
／
平
成
26
年
3
月
卒
業
予
定
の

　

大
学
院
、
大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
門
・

　

専
修
学
生
、
既
卒
者
お
よ
び
一
般
求
職
者

●
参
加
企
業
／
県
内
に
就
業
場
所
が
あ
り
、

　

正
社
員
・
正
職
員
の
求
人
を
行
な
う
企
業

●
問
合
先
／
公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
い
わ
て

　

定
住
財
団
☎
0
1
9-

6
5
3-

8
9
7
6

　

北
上
職
業
訓
練
協
会
で
は
、車
両
系
建
設
機
械

運
転
技
能
講
習
会
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
12
日
㈫
・
13
日
㈬
8
時
〜
17

　

時
10
分

●
会
場
／
北
上
高
等
職
業
訓
練
校

●
定
員
／
20
人

●
受
講
料
／
3
万
2
5
5
0
円
（
テ
キ
ス
ト

　

代
1
6
0
0
円
別
納
、
会
員
は
免
除
）

●
申
込
締
切
／
11
月
1
日
㈮
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り

●
申
込
・
問
合
先
／
職
業
訓
練
法
人　

北
上

　

職
業
訓
練
協
会
☎
81
5
5
7
7

　

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
福
祉

の
し
ご
と
地
域
就
職
フ
ェ
ア
in
北
上
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

一
般
、
学
生
を
問
わ
ず
、
福
祉
の
職
場
に

関
心
の
あ
る
人
や
就
労
を
希
望
し
て
い
る
人
、

ま
っ
た
く
福
祉
の
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
人

も
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
8
日
㈮
13
時
〜
16
時
（
受
付

　

12
時
30
分
〜
）

●
会
場
／
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
北
上

●
内
容
／
個
別
面
談
方
式
に
よ
る
職
員
採
用

　

案
内
や
事
業
所
の
紹
介
、
就
職
に
役
立
つ

　

面
接
対
策
講
座
な
ど

●
参
加
方
法
／
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ  

　

い
。
参
加
費
は
無
料
。

●
問
合
先
／
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

岩
手
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
9-

6
0
1-

7
0
6
1

　

湯
本
屋
内
温
泉
プ
ー
ル
で
は
、
プ
ー
ル
の

清
掃
、
塗
装
作
業
に
よ
り
次
の
期
間
休
館
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
休
館
期
間
／
11
月
4
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈯

●
問
合
先
／
湯
本
屋
内
温
泉
プ
ー
ル

☎
82
3
7
9
4

　

11
月
2
日
〜
3
日
に
、
第
53
回
奥
羽
横
断

駅
伝
競
走
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

今
大
会
に
は
、
西
和
賀
町
陸
上
競
技
協
会

も
出
場
し
ま
す
。2
日
は
、9
時
に
北
上
市
役

所
を
出
発
し
、ゴ
ー
ル
の
横
手
市
役
所
を
目
指

し
て
激
走
し
ま
す
。
10
時
40
分
頃
に
湯
田
庁

舎
前
を
通
過
す
る
予
定
で
す
の
で
、沿
道
で
の

た
く
さ
ん
の
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

3
日
は
横
手
市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
し
、
由

利
本
庄
市
役
所
が
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
／
西
和
賀
町
陸
上
競
技
協
会
事
務

　

局　

深
澤
☎
85
3
1
9
1

項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

（　）は1月からの累計

物損 人身 負傷 死亡 飲酒区分
実数
累計

6 1
（7）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

火災・救急の状況

実　　数 前月との比較※掲載を希望しないこともできます。届け出の際にお申し付けください。
（敬称略） 9月16日～10月15日受付分戸籍の窓戸籍の窓戸籍の窓

（9月分）

交通事故の状況 （9月分）

住民の動き （9月分）

（120）
（　）は1月からの累計

交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数

区分

区分

件数

人員
搬送

合計
その他

（11件）
2件

件数 0件

（13人）
2人

（102件）
14件

（91人）
12人

（105件）
8件

■救急

■火災

（98人）
9人

（218件）
24件

（202人）
22人

－
－
－
＋
－
－
－
±

3
6
2
11

6，474
3，025
3，449
2，423

（5件）

9
2
2
6
12
3
9
0

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

9月20日

9月24日

9月24日

9月25日

10月 1日

10月 6日

10月 6日

10月 6日

10月10日

10月11日

10月13日

10月15日

（73歳）

（91歳）

（92歳）

（93歳）

（86歳）

（93歳）

（90歳）

（90歳）

（62歳）

（95歳）

（62歳）

（94歳）

今　野　孝　子
髙　橋　キ　ノ
湯　沢　セ　キ
山　鼻　サ　ン
髙　橋　イ　ト
川　村　欣　一
石　川　エ　コ
和　賀　歌　子
平　藤　節　夫
黒　渕　マサコ
五十嵐　祐　一
髙　橋　小二郎

湯　田

湯之沢

湯之沢

川　舟

耳　取

川　尻

東大野

湯　田

左　草

東大野

間木野

新　町

髙　橋　博　紀（猿　橋）・ （矢巾町）

末　永　く　お　幸　せ　に

川　井　幹　子
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い
わ
て
就
職
面
接
会
Ⅳ

福
祉
の
し
ご
と
地
域
就
職
フ
ェ
ア

車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
会

奥
羽
横
断
駅
伝
競
走
大
会
に
ご
声
援
を

湯
本
屋
内
温
泉
プ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
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に
し
わ
が

に
し
わ
が　

再　
発
見
発
見

に
し
わ
が　

再　
発
見

「
カ
ヤ
葺
屋
根
」

編集後記

広報編集委員が町内を駆け回り、「にしわが」の今をお伝えします。

　町と北上市、横手市の３市町で構成されているシニア劇団です。９月に行なわれた地域演
劇祭で初舞台を踏み、その後、横手市公演を行いました。１ヵ月以上をかけ、週３回２時間
の稽古を行なってきました。団員のほとんどが舞台を数回経験するベテラン役者ですが、セ
リフを覚えるのは大変のようです。アドリブをきかせカバーしあいながら楽しくやっている
様子が印象的でした。11月は山田町や遠野市などで公演する予定です。　（文・広報担当）

　錦秋湖５００歳野球大会の取材。大会には５０歳から出場でき、９人の合計が５００歳以上でなければならないルー
ル。５５歳±０を基準に合計を計算します。メンバー登録の最高齢者はなんと９４歳。出場はしませんでしたが生涯
現役、野球が本当に好きなんだとうらやましく思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　広報担当　東　清彦

シニア劇団「松ぼっくり」

　

先
に
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
「
川
舟
の
家
」
を
訪
ね
て

み
た
。
屋
根
の
一
部
が
白
い
シ
ー
ト
か
ら
、
カ
ヤ
に
変

わ
っ
て
い
た
。
カ
ヤ
葺
屋
根
の
家
屋
と
小
屋
は
、
春
・

夏
・
秋
・
冬
い
つ
の
時
季
も
自
然
と
マ
ッ
チ
し
、
素
晴

し
い
景
観
を
見
せ
て
く
れ
る
。
全
面
の
シ
ー
ト
が
と
れ

た
家
屋
を
早
く
見
た
い
も
の
だ
。

　

修
復
に
あ
た
っ
て
い
る
関
係
者
の
苦
労
や
努
力
に
感

謝
し
、
「
清
吉
稲
荷
」
と
「
槻
沢
の
家
」
に
も
回
っ
て

み
た
。
清
吉
稲
荷
は
町
の
保
存
家
屋
な
の
で
、
こ
の
建

物
も
カ
ヤ
葺
で
保
存
で
き
れ
ば
な
ァ
と
思
い
、
そ
の
場

を
後
に
し
た
。
（
広
報
編
集
委
員　
　

髙
橋　

祐
一
）

町内で様々な活動をしているグループ、個人を紹介していきます。

座長　佐藤　武 さん（新町）

集後記

広報編集委員が町内を駆け回り、「にしわが」の今をお伝えします。

　錦秋湖５００歳野球大会の取材。大会には５０歳

カ
ヤ
葺
で
保
存
で
き
れ
ば
な
ァ

物
も
カに

し
た
。
（
広
報
編
集
委
員

を
後
に

vol.3

全面修復が持たされる川舟の家　10/17撮影

槻沢の家清吉稲荷


